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Ⅰ　は　じ　め　に

小稿は、1994年度前期に行なった新潟大学における

標記の拙い授業の実践報告である。その拙い授業には

反省すべきことがもとより少なくないが、その失敗を

次年度以降の授業に生かして改善をはかるためには、

単なる技術的な改善ではすまない、学生の勉学意欲の

実態理解や、これにどこまで働きかけるべきかなどの

教育目標と関わる問題が少なくないだけに、大数セン

ター第2回ワークショツブで報告したものである。

なお、「授業改善」とは、もとより授業内容の改善を

含むものであろうが、ここではそこには及ばない「授

業の形態・形式」の改善の意味に限定して用いたい。

大方のご批判やご教示を頂ければ幸甚に思う次第であ

る°

ⅠⅠ標記授業の前提

学ぶ主体の意欲、教師の熱意、そして両者を結ぶ教

育の方法が授業を成立させる、という。ここではそう

した授業成立の関わる前提についてふれておきたい。

数年前、人文学部の学務委員として入学式翌日の1年

生ガイダンスを行なつたとき、入学当初の1年生の眼

は、輝いているのを確かに見た。その輝きは今も好奇

心と意欲によるとおもつている。この輝きは、いつま

でももっはずのものではないが、好奇心と意欲とをど

のように発展させるかが、教養教育科目のなかではと

くに重要であると考えるO

①　標記の授業は、講義形式で、当初聴講定員を150人

としていた。だが当初459人の希望者（後に聴講を取

り消したものなど51名）がおり、教室変更をして全

員を受け入れた。

この経緯は幾分のアクシデントであった。最初の

授業にでかけるに当たつて、聴講希望者がどれくら

いかなど全く考えていなかつた。教室の番号を数え

ながら廊下を辿つていくと、学生が沢山居て、廊下

に何でたむろしているのか不愉快な思いがしたが、

それが私が行くべき番号の教室から発生しているこ

－37―



とに気づくの に それ ほ ど時間はかか らなか っ た｡

まず､ 抽選をしなければ ､ と にか くあふれ た学生

も入れ る教室を､ と思 っ で慌て て企画室に戻 っ た ｡

あわ てて い たためか2 50 人 の教室を宛が っ てもら い ､

ク ジを作 っ てもらうことにして､ 時間稼 ぎの ため の

話を考えながら戻 っ て ､ 教室移動を申し渡して移動

した｡ 移動してみたら､ そ の教室も入りきれずに廊

下にあふれ た こ とには ､

一

体何人 い るんだろうか と

驚惜した ｡ 今度は心配をして つ い てきた企画室の職

貞が ､ 大講義室が空 い て い ますよ､ と の 言葉に助け

られ ､ 再度 の指示で移動し､ 落 ち着 い たときに はも

う後の こ とまで考えて抽選する元気を失 っ て い た｡

しか しなぜ､ こうした予定変更の 冒険をしたか と

い えば ､ 以前､ 学部 の学務委貞であ っ た時､ 教養部の

抽選制は学生に評判が悪 い と聞か されて い た｡ そし

て前年に､ はじめ て 1 年生 の 人文演習を担当し､
一

人

の受講生が1 0 回も抽選漏れに な っ て意欲をひ どくそ

がれ たと い い ､
そ こ に居た他 の受講生たちも声を揃

えて､ 意欲をそがれ る､ と い っ た の を聞 い ても っ とも

なこ とだ と思 っ た こ とを思 い 出したか らである ｡

む ろん こうした変更の教育的な是非に つ い て は､

す でに教養部時代に議論ずみ の こ とであ っ たかもし

れな い が ､ そ れを永知して い なか っ た の は怠慢の そ

しりを免れな い ｡ こ の問題は ､
む ろ ん議論 の末に判

断す べ き事柄であ っ たか とも思うが､ そ の 議論には

そうした学生の 声も組み込まれ る必要がある｡ そ し

て今 は､ そう した議論の場が ､
ワ ー

ク シ ョ ッ プ の場

しか な い こ とを心に銘記してお きた い ｡

② 新潟大学で の教養科目の 講義担当は私に と っ て初

め てだ っ た が ､
こ れまで前任校の 愛媛大や最近の 長

岡技科大等で教養科目を担当した こと はあ っ た ｡ そ

の場合に ､ 教養科目歴史 ( 日本史) の 目標をどこ に

置くか な ど､ い つ も い ろ い ろ に迷 い ､
い まだに確信

はな い ｡ 専門教育の興味は､ 専門家の専門的なそれ

がなぜ どのような意味にお い て興味深 い もの である

かを明確にする こ とでよ い と思うが､ 教養科目の そ

れも同じであるの か ､ 違うの か ｡ 違うとすれば
一

体

ど こ にそ の相違があると いうのか ､ 学会 の テ
ー マ な

どからは直接に見当が つ かな い 問題の ように思われ

る .

一

般教育学会 (現在は大学教育学会) の ある こ

とは永知して い たが ､ そ こ で ど のような論議が交わ

されてきた の か知りたくは思 っ たが ､
日頃 の怠惰の

ため に今は手遅れ とな っ た ｡

③ 人文学部での 歴史の専門学生 の授業に つ い て は レ

ジ ュ メを配布するこ とにし､ そ の 内容 の良し要しを

絶えず気に掛けて い る以外に､ 授業改善などを意識

したこ とは これまでにな い ｡ 専門の 授業の形式に は

教育的配慮 の余地はあまりあるとは い えな い ｡
こ れ

に対して授業改善が意識的に必要なもの として ､ か

ならずしも意欲が あると い えな い 受 講生 に対して

も､
一

定 の教育効果を上げなければ ならな い 場合で

あろう｡

そうしたもの として ､ こ れ までに意識して授業改

善を試み た こ とがあ っ た の は ､ 前任 の 愛媛大教育学

部で の ､ 小学校課程学生の専 門科目社会 ( 日本史)

である｡ そ こ では歴史分野で専門科目 2 単位を取得

するの が小学校教員免許の 条件である ｡ したが っ て

大学では歴史分野の 2 単位を修得すれば ､
こ れ で 6

年生 の社会科歴史分野の 担当が可能と なるわけであ

る
｡
そこ でも迷 っ たが ､ そ の ときの 結論は ｢ 歴史を

書く+ 経験を目標に1 5 コ マ の 授業内容を構成したこ

とであ っ た ｢ /ト学校課程学生にた い する日本史専門

授業内容試案+ (『｢ 社会科+ 学研究』第 2 号､ 1 9 81 年) 0

や はり今回の教養科目の授業の 目標に つ い ても､

学生自身が､ 授業で興味と関心を発展させ ､ 自分 の

テ ー マ を見 つ けて ｢歴史を書く+ 経験をさせ る こ と

に目標をおく こと にした ｡ む ろ ん こ れが適切か どう

か問題である し､ そ の場合 ､ そ の ため の各授業の構

成と内容も問題 となろうが ､
こ こ で は授業形態の 改

善 に問題を絞 っ ておきた い ｡

ⅠⅠⅠ 授業形態の改善点 につ い て

(1) 1
- 2 割 の熱心な学生が理解できれ ばよ い と い う

の ではなく､ 8 - 9 割 の学生が理解できる内容であ

る ことを目指す ことにお い た ｡ し たが っ て テ
ー マ に

つ い て
､ 授業者の 専門 ( 日本古代史) の 条件を生か

したテ
ー マ 性 と ともに､ 理系学生も興味をも っ て歴

史の 理解を深め る こ とができるよう考えたこ とや ､

高校日本史を履修して い な い 者をも考慮した つ もり
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である｡

そ の テ
ー

マ と概要は以下の 【資料 1 】 の とおりで

あ っ たが ､ 実際には準備や授業時数の 不足 ( 4 月1 4

日 は 内容 に 殆 ど入 れ なか っ た こ と ､
4 月28 日 が 研

究上の 資料調査 の ために申し込んで い た東大寺図書

館の 閲覧許可が当日とな っ た ため に ､ ま た 9 月2 2 日

翌 日か らの 学会開催の準備 の ため に ､
2 回休講した

結果授業時数 は1 3 回) によ っ て * 印の 第 7 ､ 12 ､ 1 4

回を省略 した｡ そ の ため ､ もとよ り薄 い近世 ､ 近代 の

新し い 時代が なお薄くな っ て しまうこ とにな っ た ｡

【資料 1】
'

94 年度 教養科目 人文系

歴史学 C I ( 日本史) 講義概要
クニ フ ル サト

国 の語は ､ 今 日､ なぜ国家と出身地 ､ 故郷とを連想

させ る の か ｡ む ろ ん列島の 国家や 地域の 長 い歴史が関

係する｡ 講義は ､ ク ニ ･ サ ト ･ ム ラ の起源に つ い て古

代史料や吉野ヶ里遺跡等の考古資料によ っ て尋ね ､ サ
クエ

ト ･ ム ラ が ､ どうして国に重なり､ 国家 - と拡大連想

するのか ､ 国家に短絡しが ちな現代の 自己認識に歴史

的にアプ ロ
ー

チする｡
ク エ

第 1 回 は じめ に 一国の語義をめ ぐっ て一

第 2 回 中国古代文献に見る倭国の 国と吉野ヶ里遺

跡などに見える ク ニ

第 3 回 古墳時代の展開
クニ ヌ シ ク ニ ノ ミヤ ツ コ

一国主か ら国 造 へ -

第 4 回 ｢ 村+ 用語 の 系譜と異同

一中国 ･ 朝鮮そして日本一

第 5 回 古代の組織され た国家 ･ 国 と郷里

第 6 回 古代末期の 反乱

第 7 回 * 過渡期王朝国家下の荘園の 村

第 8 回 権 門
･ 顕密体制論

第 9 回 双頭の政治と内乱

第10 回 天下布武

第11 回 平和令

第12 回 * 御 公儀 の町と村と浦

第13 回 維新 の変革と復古

一高天原からの 万世
一

系一

第14 回 * 近代企業の 家族主義と家族国家観

第15 回 現代の起点
- サ ザ エ の 死 と天皇制-

(2) と に かく40 0 人を超える聴講希望者が い る ため ､ 出
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席をと る こ とをどうするか ､ 私語を どう戒め るか な

ど､ 悩 まし い 問題が予想された ｡ 幸 い坂東昌子氏の

｢ 多人数講義での コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 試み+ (『大

学再生の条件』 1 9 91 年) を読ん で感心し､ こ の シ 丁

マ ル (C I M A L) と いう形式を取り入れ た｡ 氏の 50 0

人規模の愛知大学での教養科 目｢自然科学概論+ ｢ 物

理+ で の ､ 真面目な ｢文系に物理を教える+ とか ､

｢教えながら教えられながら+ と い っ た重要な点も

さ る こ とながら､ 私語をさせ な い秘密兵器で､ また

出席もあわせて取れ る点から､ ぜ ひ こ れをや ろうと

考え､ 実施した ｡

私語をさせな い 秘密兵器 と いうの は ､ 前時 の質問

感想を､ 名前入りで読み上げて ､ 答える と いう受講

者に緊張を与える方式であるか らである ｡
そ の ため

には仝月が何らか の 内容を名前とともに記入 してあ

る こ とが前提と なる｡ そ こ で次 の ような ｢ 出席カ ー

ド+ と称したものを､ 授業 の前に配り､ 名前を書か

せ
､ 授業に出て い て感想がな い はずはな い か ら､ 感

想だけは必ず書くように ､ 書 い てな い も の は出席と

見なさな い ､ と した｡

実際に名前を読み上げて回答をや っ てみ たら､ そ

の ときはさすが に黙 っ て い た｡ が ､ 早速に次の ｢ 出

席カ
ー

ド+ に は抗議の 声が 多数寄せ られ た｡ 次 の 時

間 に こ の こ と を公表 し､ 名前を読み 上げ るときは ､

質問欄に記入 の あるもの に限ると答え､ 譲歩する こ

と にした｡ こうしたや り取り自体に受講生諸君との

対話がある ことを実感した ｡

3 7 0 - 80 人 の ｢ 出席カ
ー

ド+ が ､ 毎時間あ っ たが､

読 む の に 2 - 3 時間を要 したもの の授業 の手ご たえ

を察する ことが できて ､ 退屈する こ とは なく､ な ん

とか続ける ことが できた ｡
と にかく数が 多 い の で回

答す べ き質問に は､ 付毒を つ けて次の 授業の初めに

1 0 - 1 5 分 程度を優 っ て読み上げ回答をした｡ す ると

また こ れに対 し､ とりわけ同じ受講生が様 々 に理解

したり､ 考えて い たり して興味深 い と いう感想や ､

ま た 回答 へ の質問が寄せ られ たりして ､ 概 して好評

であ っ たが
､ 回答時間がや や長くなるとすぐに長す

ぎると の感想が増えた｡ む ろん つ まらな い 質問に時

間を取るな､ と いう注意も再三 ではなか っ た ほ どだ ｡

質問と回答を印刷して配布するこ とも思わな い わ



けではなか っ た が ､ 多人数の ために負担が大きく無

理 であ っ た ｡ 人前で自分をさらすこ とを嫌う (私も

同じであるが) 学生諸君に ､ 質問はありませ んか ､

と 口頭で問 い ､ 挙手がなければ質問がな い と いうの

は
､ 全く の 形式にす ぎず､ およそ 3 人に 1 人は強制

では な い質問の欄 に､ 真面目に質問を書い て い る事

実にはあらためて驚か された ｡ こ の シ ャ イで控え目

な学生の実態をどう考える べ きか ､ 大きな問題であ

ると思われる
｡
シ ー マ ル の 形式を支えた ｢ 出席カ ー

ド+ は 【資料 2】 の とおりである｡ そ こ にお ける読

書の勧め も文科系科目の 課題 と考えたもの である ｡

【資料 2】
'

9 4 年度歴史学 ( 日本史) 第 回

出 席 カ
ー

ド

N A M E

学 年 学 部

在籍番号

質 問 欄

感 想 欄

(必ず書 い てくだ さ い ネ)

こ の
一

週間に読んだ本

( ただ し､ 摸画や週刊誌は除く)

(推薦します｡ ル
ー

ス ･ ベ ネ ディ クト著 F菊と刀』 教

養文庫 ､ ア メ リカ女性の 日本人研究があなたの こ こ ろ

にく い い ります｡)

(3) 成績 の評価は ､ 結果として 【資料 3 】 のように レ

ポ ー トと出席とで行な っ た ｡
だ が初めから決めて い

た の ではなく ､
こ の結論に い たるまで試験､ ミ ニ テ

ス トなどをどうするか随分 と迷 っ て い た ため ､ しば

らく決め かねて い た｡ 受講生か らは どうなるの か不

安であると矢のような催侃があ っ たため ､ 3 回目か

ら授業内容における個々 の知識ではなく､ 授業より

得 られ た 関心や 心に残 っ た こ とか ら テ ー マ を見 つ

け､ そ の歴史を書くこ とを告知して､ 夏休み を利用

するこ とを提起 し､ 夏休み前と夏休み後に次の 資料

3 を 2 度配布した｡

【資料 3】

【評価 - レ ポ ー

ト に関するアナウ ン ス】

(丑 評価は､ レ ポ ー

ト提出に ､ 出席等を加味 して行

なう｡

② 提出資格は ､ 授業予定回数1 3 回の 3 分 2 以上 -

8 回以上出席して い る こ と ｡

③ レ ポ ー

トの テ
ー マ は

､ ｢ 本講義の 内容に つ い て ､

直接
･

間接を問わず､ 最も心に残 っ た歴史的事象

や歴史理解に関するもの+ である こと ｡

事例 1 古代 の 人名や 地名に つ い て 述 べ て い た

が
､ 自分 の ｢ 山辺+ の姓が気懸りにな っ

た の で
､
ル

ー

ツ を検討し､ そ れ が山部に

と どまらな い様子が 理解できた ｡

事例 2 埴輪芸能論では ､
埴輪 の とぼけた表情ま

で論 じられ て い な い の で､ こ れに取り組

み ､ 縄文時代の 土偶 にも似た問題の ある

こ とが今後の 問題に残 っ た｡

事例 3 昭和5 9 年まで 1 万円札などに使われ た聖

徳太子像 は､ 太子で はな い ､ と い う今枝

愛真説を検討した武田佐知子著 『信仰の

王権聖徳太子』 ( 中公新書) を読ん で､ 歴

史と研究の積み重なりが現代を左右して

い る
一

面を書く ｡

事例 4 司馬遼太郎 『国盗物語』 の信長の性格を

興味深く読んだ｡ 授業 の それ と相違 し､

違 い が何処 にあるか吟味し､ 歴史小説と

歴史学との相違を考えてみた ｡

事例 5 村 の 歴史､ 祖母 の 歴史､ 家 の 歴史など小

さな歴史に､ 戟争や不況 ･

災害な どの大
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きな歴史が関わ っ て い た が､ 大きな歴史

に負けな い 努力や運動を探り､ 受け身で

な い 人々 の 主体的な営みを発見した ｡

事例 6 地域 の遺跡や文化財を直接見て歩き､ 特
ヤ マ ジ ロ

に 印象深か っ た山城の歴史に つ い て それ

が本来の 軍事的機能の城である こ とが分

かり､ 以後近世 の ｢ お城+ に発達して い

く歴史を検討した｡

④ 枚数は ､ 本文40 0 字詰原稿用紙で 3 - 5 枚 ｡

ワ ー プ ロ 原稿も可｡ 付
′

録資料は枚数制限なし｡

⑤ 提出期限は､ 9 月 8 日㈹1 5 時｡

⑥ 提出場所は ､
企画室教務係､ 又 9 月 8 日㈹ の授

業終了時､ 担当教官に提出｡

(4) 単調とな っ た授業の形態からの転換を試み た の は

第9 回の｢ 双頭 の 政治と内乱+(6 月2 3 日) からである｡

歴史 の舞台に民衆が登場すると こ ろでは ｢大田植

え+ ( ほ かに越後 ゴ ゼ) の 映像 ( ビ デ オ) を1 5 分程度

用 い ､ 好評を博した｡ こ の 成功で小生もこ の 辺りで

ノリが 出てきた｡

第1 0 回 ｢ 天下布武+ (信長論) でも引き続き ｢幸若

舞+ の ビ デオを見せて ｢敦盛+ の話に続けようとし

た
｡ しかし､ あるはずの こ の巻が見当たらず､ で は ､

と いうの で大道芸の 巻を見せ て脱線し､ テ キ ヤ の話

を入れ て うけ た気 で い た ら､ つ な ぎ で見 せ た ｢ 人間

ポ ン プ+ が ､

バ カうけであ っ た こ とが感想からわか

り､ ひ ど い ズ レ を感じさせ られた こ とが あ っ た ｡

第1 2 回目 ( 9 月 1 日) に は､ 客貞研究員 ･ オ - イ

オ州立大学准教授フ ィ リ ッ プ
･ ブ ラ ウ ン 先生に ｢ ア

メ リカ にお ける教養日本史教育+ を3 0分 話して も

ら っ た｡ 感想には､ 英語が わか るか どうか ドキドキ

して い た ら立派な日本語の 話 で ホ ッ トした な ども

あ っ たが
､ 今学ん で い る こ とと の 比較が考えられて

有意義であ っ たとする感想が圧倒的で ､ 暑 い午後 3

限 の睡魔も遠の い たようであ っ た｡

歯) ､ 全体 ､
の 3 つ に わけて記した｡

【資料 4】 括弧は コ メ ン ト欄

ⅠⅠ
. 歴史学 ( 日本史) C I に つ い て ､ 以下､ 5 段階評

定に○印をして下さ い ｡

① 授業内容は ､ 新鮮であ っ たか ｡ ( )

文系 理系 全体

5 5 0

4 ′13 6

3 6 5

2 1 2

1 1

計 26 4

2 2 7 2

2 9 1 6 5

2 3 8 8

3 1 5

0
.
1

7 7 3 4 1

② 授業内容に興味がもてたか ｡ (

5 6 1

4 ･ 1 2 8

3 6 4

2 1 2

1 1

計 2 6 6

1 5 7 6

3 3 ･ 1 61

2 4 8 8

4 16

1 2

77 3 43

③ 授業から学ぶ刺激を受けたか ｡ (

5 40

4 92

3 1 08

2 2 1

1 2

計 2 63

13 53

23 11 5

34 14 2

6 2 7

2 4

78 34 1

④ 授業は ､ 熱心に行なわれ たか ｡ (

5 98

4 1 00

3 60

2 5

1 1

計 26 4

2 2 12 0

3 4 1 3 4

1 6 7 6

5 1 0

0 1

7 7 3 41

G ) 授業方法に工夫があ っ たか . (

ⅠⅤ 授業の経験か ら

(1) 最後 の授業で ､ 出席カ
ー

ドの 感想欄の
一

部を使 っ

て次 の 【資料 4】 の ア ン ケ ー

トをと っ た ｡ そ の結果

を､ 文系 ( 人文 ･ 法 ･ 経 ･

教育) ､ 理 系 (理 ･ 工 ･

農
･
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5 5 7

4 9 3

3 9 2

2 2 0

1 0

計 88

1 4 71

25 11 8

31 1 23

5 25

0 0

75 33 7



以上の結果から簡単な コ メ ン トをしてお きた い ｡

まず第 1 に ､ ④の｢ 授業は ､
熱心に行なわれ たか ｡+

に お い て評価 5
･ 4 をあわせて74 . 5 % を得られた こ

とが
､ 何よりの 労苦にた い する酬 い として嬉し い こ

とであ っ た ｡

だ が第2 に ､ ③の｢ 授業か ら学ぶ刺激を受けたか ｡+

に おける評価 5
･ 4 が4 9 . 3 % 弱 にと どま っ て半数に

及ば なか っ た こ とは ､ 明らか に授業内容 に エ キサイ

ティ ン グな刺激が欠如して い たもの として反省が求め

られ て い ると い えよう｡

第 3 に ､ (9 の ｢ 授業方法に工夫があ っ たか . + に お

ける評価 3
･ 2 と したもの が､ 4 3 .

9 % あ っ て ､ 約半

数ほ どの も の が必ずしも授業方法に工夫があ っ たと

理解して い な い こ とがわか っ た . 授業を担当した赦

としては工夫をした つ もりであ っ たが ､ そんな こ と

は当然と ､ 見過 ごすもの の少なくな い こ とを示して

い る｡ む ろ ん工夫の 成功の程度が関係して い る の か

もしれ な い が､ こ の ような
-
ズ レ に つ い て は

､
い つ も

心して置く べ き こと として自戒をした い ｡

なお文系と理系の デ
ー タ -

の 相違も若干見られる

が細部にわたる の で嘗り愛する ｡

(2) い く つ か の感想

最後に､ 教養科目講義を初めて体験をして みて の

わた しの感想と成績評価 【資料 5】 とを記すこ とを

許され た い ｡

① 講演会の 講師を毎週引き受けて務めて い るよう

なもの だ ､ と い う の が率直な感想 である｡ 外 で や

る講演には準備 に時間を掛けるもの で ､ と ても内

輪でや っ て い る専門の 授業 どこ ろで はな い 緊張を

強 い られ た｡ 専門の 授業の手抜きをしてでもの 思

い で ､ ま た後わずか だと の 思 い で毎回取り組んだ｡

② レ ジ ュ メ や 出席 カ
ー

ドの配布だけでも持 ち切れ

な い ほ どで､ ゼ ミ の学生を同行して手伝わせ た｡

そ の 印刷､ ビ デ イ オ機器の運搬 など職員の 皆さん

の 援助 なしに は到底で きるもの では な い ｡ 出席
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カ ー ドを3 7 0 - 8 0 名分を読む の に 2 - 3 時間を要

したが ､
こ れ は楽しく､ 有益 であ っ た こ とはすで

に述 べ たが ､
カ ー

ド整理と 出席簿 へ の 転記には ､

手が 回らず､ 学生ア ル バ イトなどを要 したこ とを

率直に記してお こう｡

③ 教育目標から い っ ても､ 当然に レ ポ ー ト評価の

事後指導が必要であるが ､ 人数 の 点か ら見て ､ 教

員
一

人の 力で は不可能である｡ 教育目標に無理が

ある の かもしれな い が ､ 多人数教育にお い て効果

を挙げようとすれば ､
ティ

ー チ ン グ ･ ア シス タ ン

トは不可欠である ことを痛感させられ た｡ そうし

た制度的保障が ､ 今 はま こ とに不備 であ っ て ､ 後

追 い な の か どうかさえ定か ではな い ｡ 教育目標を

たてても､ そ れを追求できる条件が い つ までも整

わな い と､ いずれ熱意は失望に変り､ 教育改善の

試みも形骸化するであろうこ とが脳裏を横切 っ て

い く｡

眼を輝か せ て沢山の 新入 生が受講 してくれ た

が ､ どれ だけ彼らの期待 に応えられたか ､
ア ン ケ ー

トの 結果か ら反省もして い る｡ ま た内容を斬新に

して
､
心新 た に 来年度の 授業に 取 り組 み た い ｡

【資料 5】

芸霊 取消 優

人文 5 9

教育 1 0 4

法学 7 0

経済 1 3 1

理学 2 4

歯学 6

工学 4 7

農学 1 8

全体 45 9

%

4

1 4

6

1 8

2

0

2

5

51

/

3

2

1

2

1

1 2

3

1

3

8

4

6

2

6

2

2

0

2

6

3

5

2

20

5

0

0

0

2

8

4

3

7

4

0

可 志芸

1

1

4

1

1

1

0

7

5

0

5

2

1

0

1

3

1

3

5

6

8

3

0

1

2

8

0




